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實驗的妊娠 中毒症時 に於 ける肝機能障碍及 び

組織學的變化並 び に之が抑 制 に關す る 研究

Studies　on 　Liver　Dysfu正ユction 　in　Experime 無 ta王 Toxemias 　of 　Pregnancy
，

　　　　 its　Histological　Changes 　as 　Well 　as　the1r　Preventiop．

慶 應 義 塾 大學 醫學 邦 法 醫學数室 （主 任 　中 舘久平教畏 ）

二

貯　　賀　　宗　　≡二　良i∫　S〔）uzaburo 　SENGA

　　　　　　　　　 緒　　言

　妊娠 「＃毒症 の 成囚並び に 不 態に 關 して は ，古來

幾多 の 業績が發表 され ， 母體 の新陳代 謝 に 基 く機

能變諷 　又 は諸種 の 異常産物 に 起囚する説，ホ ル

モ ン 毳（腦下垂體後葉 ホ ル モ ン に よる），妊卵説（妊

卵 又 は胎兒 の産出する物質 に よ る とする読），及 び

胎盤説（胎盤 に 由來す る とする誂）が あ る． 現在に

於い て 1よ胎盤 物質 に よる ア レ ル ギ
ー

説が 主流 をな

して い る．而 してそ の 抗原性
＾

熱 こ 就い て は未 だ論

議 され て い る所で あるが ， 私は その 中か ら眞柄
1）2）

氏 の 胎盤水溶性物賀説を採 り上 げ，妊娠家 兎に 該

物質 を投與 した 際 の 肝機能 の 推移 を檢索 し， 更に

之 に 各 種肝庇護劑 を投 與 しttそ の 抑制効果 を檢討

し，併せ て諸藏器特に肝 ， 腎 の 病 理組 織學・的檢索

をも行 い ，機能 的變化 との 桐 關關係 に つ い て 観 察

した、

　　　　　　　 實 驗 材 斜 及び 實 驗 方 油

　實驗 に ば 體電 2．δkg − 3。1kbrrの 妊娠20日乃至22日 目 の

家兎を 俊用・胎盤 水 溶性物質〔以 下 PR と賂 記す ）の 製法 は

Zinsger 及 び P 欝 ker の 方法に 從 つ た 、 皀卩ち 新 し い 人

飴盤α0カ 月の もの ）を エit液除去後細切 し，3 倍量 の ア セ

トy 及び 工 門テ ル に 夫 々 3同宛浸 した後乾燥ぜ しめ，粉

碎 甜 に よ ウ粉 碎 し た 粉 末 を，約10乃 至 15暗量 の N 母0 苛

性 ブ 尸ダ で 5 時戯阪 蘯後，濾過 し，こ の 濾液に 最早沈澱

な 生 じな い 迄 10％醋酸を 滴下 し，こ の 上清 を翡酸性 と し

laO°Cl’こ 5 分間加熱 し，之 を濾過 した もの を減壓低温 ：こ

て 濃縮す る 9

　 こ の 上i胃に ヱO倍量 の 純 ア ル コ ール を 加え，そ の 沈澱物

を減壓乾燥す る．こ の 沈澱物 は 胎盤 な源 と す る ペ プ ト ソ ，

ア ル ブ モ ・一ゼ 及 び ポ リ ペ プ チ ード等 を 主 體 と す る 物質 で

あ る．上 記 の 如 く して精製し た PR 　1000借水 溶液を聖 艶

kg　 2　ce 家兎 の 耳靜脈 匠 注射 し，注射24時間後 に 次 の 4

匳類 の 肝讐能 強査 を 施 行 した、

（己）

（u ）

（iii）

Civ）

　次 に 肝 機能 障 碍 の 抑制廻 と し て ，

外製藥の 5％ グ ロ ン サ ソ 2ccを Pro 　kg　IOO皿 g 靜注 3

囘）（ii） チ オ 硫酸 ナ 1一リウ ム （田邊製藥 50％ ハイ ポ ン 2

cc を20 ％葡萄鞋唐液 1こ ’
（10％ 液 に 稀 釋 し，　 Pro 　kg 　O．6cc

靜注 3 囘）（iii）蚕1腎皮質ホ ル モ ソ （メ ル ク頂二製Cortlsoae

を　　Pro 　　kg　　コ．5■CTrl，9 　　大跟書匹筋廉］内｝宝身寸　3　囘）　　〔iv）　　ビ 　タ

ミ ソ C 〔田邊饗藥 ア ス ・・ ル チ ン 100mg 　 2　cc
’
fa“P じo 　kg

100mg 靜注 3 囘） 〔v ） ビ タ ミ ン Bt2及 び メ チ オ ニソ （武田

製藥 メ ル チ オ ニ ン B エ2を Pro 　1｛91 ．OCC 及び 藤澤藥 品 チ

トーゲ ソ を Pro　kg　O．2cc皮 下 注射3 厮）を 邏 び，之 等

を PR 注射 30分 前，　 PR 注射 3 時 問 後及 び29時間後 ！こ 丿ミ々

3 囘に 分げ て 投與 した．而 して PR 注射 〔100D倍水溶液

Pro 　kg 　 2　cc 靜注）24時聞懲 心 肝機倉陰險査 を 施行 し ノこ．

　　　　　　　　 　 實 戳 成綾

　 （A ）　肝．機能踰査成績

　（1 ） 妊娠家兎 に PR を 投興 せ る揚 含

　血 濔 コ パ ル 1・反應 は 右側移動を示 した 〔第 1表 （1 〕〕．

血 溝 B ・S ・P ，試 撒：こ 於 て 1よ，　血 弓r濃度セよ PR 投輿 前 の

30分 値2．5〜5．0％IM，投輿後 の 30分 ｛画 よ12。5−−15．O％ に

．i：昇 し，］20分〜150分・に 至 る も禽2。5〜5。O％ の 血 寧停滯

濃度を 示 して 居 る 〔第 1 表 （2 〕〕．サ ソ ト ニ ン 酸 曹逹負荷

試驗に 於 で は，PR 投 與前は 始發時間30分な る も，投興

後1こ 於 て は 50〜7吩 に し て，排 出總量 指 數 は 0。弼 一〇．5ヱ

（不均3・50 ）で あ る 〔第 1 表 （3 ）〕，尿中ウ ロ ビ リ ノ ーゲ ン

血 清 コ バ ル ト反應 （蛋 rl代謝機能 ）

並1清 B ．S ．P ．試鹸 （排泄機能）

サ ソ 1・　＝v 酸曹逹負荷試瞼 （解毒｛幾能）

尿 「ドウ v ビ リ ノ ーゲ y の 淌長〔分 泌機能 ）

　　　　　　 　　　　　 （t）グ ル ク ロ ソ 酸 （中
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第 1表 （1）　妊娠家 兎 の PR 投興時 に 於 け る 血 清 コ バ ル ト反 應

轢 1髄 時 期 「餐 圖 馬

No ．4PR
投 與 前

No．8

PR 投 興

i24嚠 後

IPR投 興 前

3．13

．12

・7 ．

＋

耳
土
＋ ．

十

轟 議
…

！
2・・1＋

十

R ，

十
一

十

十

十 i ÷

R4

十

十

十
　

十

Rfi

十
…

十

R6R ，

＋ 1一
十

　 1
十 ｛ 十
　 1

十

十

・
・1・・i・ t・

　 　 iin
　l ＿

＿ 1

＋ 1＋ i一

剣定i生 存 口數

R ， 1
冨
　　 IR6

　　1

2 日

　 　 1 日

R71 （29時 問）

備 考

PR 　1000倍 水 溶液
Pro 　kg　2．Occ 靜 注 　

・

24時 間 内 に 流産す

同 上

第 1表 （2 ）　 妊 娠 家 兎 の PR 投 異 時 に 於 け る 血 清 B ．S．P ．試 驗

響魏1・ 欝 ・
體 重．
kg

　
！

1 副 6・
i

・・x

B ．S．P． 血 中 濃 度

　　　 　　 　 　　 　　 　 　　 ド
iPR 投 興 前 13 ．1

No ．41
　　 ：PR 投 興

　　 124時 間後

　 　 　 PR 投 與 前
XO ，　S
　 　 　 PR 投 與

　　 願 時 聞 後

2・5％ iO

3．1　12．5％

2．7　 5％

10％

 

5％

・2G’

　1・5・’

B ，S．P ．
注射量

B ．S．P．
當瓩 量

2．5％ 0

i15 ．5 エngi15 ．Orng1
　 0．31cc　　O．1cc

同上 　 　 同 上

　 　 13．5mg ！
　　10．27cc

・募1136？巖

5．Omg ！
　 0．1cc

　 同上

　　　 「
生 存 日數1　 備

　　　 i
考

2．615 ％

　

2 日

10％ ，

　 1 目

〔29時 醐

…PR 　1。o皓 稱 液

Pro 　kg 　2．Occ 靜 芒三

24時 間 内 に 流 産 す

防 上

第 1 表（3 ）　妊娠 家 兎 の PR 投興 時 に 於 け る サ ン ト ニン 酸 曹潼 負 荷 試 驗

物

號

q

勠

番

N

檢 査 時 期

コ
》

…PR 投 與 前

…PR 投 興

lag・e，，・問後

3PR投與前
7
　　 PR 投異

　 i24時 間後

kg
騰 總量

2．820722

．6

30分 …

色 素 排 出

o〜 3 時 間 3 〜6 時 間

剣 濃 度 「排雇 麗 1
222 ．26

50分

3  分 ．

1143S63012

45　 　135　 　25

23　i69　1
140280

　

8

只）
．

2
…

濃度 排 出量

i宗1念量 ．　生存
1

指 数 旧數
　 　 1

2 ．57 °分 i1601156813624

29　 87 ．　 …
　　旨一一・一一P。5114　目
15　 45 …　 …

，

一
蓐唇

一
…

−i

　　　　　O．4S　3 目

8　 　 24
　　　　　　　1

備 考

PR ユ000倍 水 溶
’
液

Pro 　kg　2・Occ 靜 注

24時 間 内 に 流 謹 す

司ー 上

第 1 表 （4 ） 妊 娠 家 兎 の PR 投 與 時 に 於 け る

　 　 　 尿 中 ウ 卩 ビ リ ノ 冖・ゲ ン の 淌 長

動物番號

檢 　査 　時 　期

NQ ．4

〃　6

1PR投興 前

11　 7

設 與 24

時i頃瞹
　 十

骨

備 考

PR ］、000借水溶液 Prb　kg　2．Occ靜注

同 上

．： ．．．．＿ ．蛙 ＿一．

：ニ ー一一一．．．tt…
／
一

同 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃 　8　　　　　　　　　 ’

は PR 投 與前 は 陰性 な る も，投輿後 （十）乃至 （十十）の 陽性

を 示 した 〔第 1 表 （4 ）〕．こ の 實驗 に 於 て ，最初 PR 　500

催水藩液を 投與 した るに ，供試家兎 は 何 れ も8 乃 至 20時

間内 に 斃死 した 爲，次囘 よ り工OOO倍水溶 液 を 使用す る事

に し た．

　匿 一ヒ

　〔2 ）　非妊娠冢兎 に PR を 撲興せ る 場合

　饗照と して 非妊娠家兎に 妊娠家兎時 の 5 倍量巳口ち Pro

kg　 10．Occ の PR を 投興 し た場合 に は ，血 潛 コ バ ル ト反

應 は PR 投與前 に 比べ 變化は 認 め られ な い 〔第 2 表 （1 ）〕．

B ．S．P ．試驗 に 於 て は ， 且rL中停滯濃度 は30分値2・0− 5・0％

N 工工
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第 2 表（1）　 非 妊娠 家兎 の PR 投 奥 時 に 於 け る 血 清 コ バ ル ト反 應

讖 髄 醐 顰 国 R2 恥 陣 ・・ 陣
恥

芻

　　 　 　 　 　 　 　 　

L撃投 輸 3・o
　 　 　

−−
l　 　　

＝t
PR 投 興
2塒 間 後

．3・ 

　 IT
十
　 IT ＋ 　＋ 1＋

　 　 　 1

；No 。…

133PR

投 興 彦IJ　 3・O
…

i騰議 3・・

＋ i土 3土
＋ 1＋ ＋

＋ 　＋ 1＋
　 　 　 1

十 ＋
…

＋
一

＋

÷

十

　厘1
「

RT 　Rs1 〜9

…十

十

＿ 1＿

  嘩 存 日數1 備

一
」
一 一

RG6

　

6

RR

　 旨

R6 旨

生 存・ 罫§6騾毓 灘 注 1

　 　 1

考 　 ［

　　
−
i　　 I

　 　 I　　 I

生 存 同 一ヒ

第 2 袤 （2 ）　 三挙妊娠 家 兎 の PR 投輿 時…に 於 け る 血 清 B 。S．P ．試 驗

防 吻 ［
1番 號 　 檢 査 時 期
No ．

32

鱧 璽

kgl
　 　 I

B ．S．P ．　 ．；1τL　 中

33

30ノ

PR 撒 前 …・．・
…

・露1

嬲幽 3。G 　コo％
　 　 　 　

PR 投 興 前 ：
3・° 2％

PR 投 呉

24博闇後
3．OI5 ％

E　 60／　 90t

e0

∩U

濃 度

12〔ソ　　　150厂

B ．S。P 。
注 射 量

0

15 ・Omg ／

　 塾・3cc

同上

15。O　rn 　gi
　  ．3cC

同 上

B ．s，？．
常 瓩 貴

51b血gl
　 O．lcc．

　 同 上

　　　 1

　 　 　 　

生 存 目勲 　 　備
　 　 　 F
　 　 　 I

考

生 存

5・Omgl
　 O．lccl

同上 1

PR 　IGOO倍水 溶液
Pr ・ kg 　10・Gcc靜 注 ，

生 存 　 　 　 同 上

第 2 表 （U ） 非 妊 娠 家 兎 の ？R 投 興 時 に 於 け る サ ン ト ニン 酸曹逹負荷 試 驗

動 物

番 號

NOe

檢 査 時 期 量總
發

間

姶

時

室體

 

　一｛畠ワ
UPR

投・興 前

色 素 排 　 　 　出

旧

刷針
OJ〜0

量匿同掴度濃量尿

啜鞴 羮 1

2 ，82

。7

　 　 「

30分 1162

30分

35P
簸翼覊 2．71 臨

1

PR 投 興
　 　 　 　 2。62・1時 間 後

35分 1

142234

6
欄
⊥

923

197115

45709

一

562

go97150124

　 3 〜6 時 間 　 I

　 　 I　　
− 』 1

尿 彙 　濃度 1排出量
I

　 　 　 　 I

　 I　 　 I

鯰臓 備

12

盆・

72工

8

659
り

ー

・12

考

1謳 ・擁 蝿
84

73　｛ 73o
．84 生 存 　　同

　 1
上

第 2 表 （4 ）　非 妊 娠 家 兎 の PR 投 興 時 に 於 け る

　 　 　 尿 中 ウ ロ t
’

リ ノ ーグ ン の 淌長

動物 番 號 ．
　 NOe

　 32

　 　 33

「
−
94
−

r

議蠢1議
「 ・ 　 ・

　　　　　　　　 …PR1000 倍 水 溶 液 P ・。kg 　1  ・Occ靜 注

巨 上一

L ．L
・5

同 上

可 上

の もの が ，PR を 投 與後 5．O−−10．0％ に 璽加 し た が ，6G

分値は 何れ も濃度 0 と な つ た 〔第 2表 （2 ）〕。サ ソ 1・　＝L　V

酸啓逕負荷試驗 に て は ，始發時聞に 殆ん ど變化 な く，總

量指數1・よo・s4〜o・B8〔李均o．86、で あ る 〔第 2 表 （3 ）〕．尿

中 ウ v ピ リ ノ ーデ ソ は PR 投與 の 前縫 と も陰陸で あつ た

〔第 2 表 （4 ）〕．

　 （3 ）　 グ ル ク ロ ソ 酸處置i妊娠家兎 に PR を投翼 せ る場

合

　 ［紅清 コ バ ル ト反蕪 セよ儂 か に 右 醐夥動 を示 す か，若 し く

旨嵐全 然 移動 しな い 〔第 3 表 （1 ）〕．　B．S 。P ．試 驗 に 於 て 血

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 30年 8 月 1 日 千 　賀 1077− −17

第 3 表 （1） グ ル ク ロ ン 酸 處置 妊娠 家 兎 の PR 投 異 時 に 於 け る血 ne　＝ バ ル ト反 應

轢 魔 嘲 「顰 国 恥 国 ・
・1・s1　・・1・・園 賦 ・園 蚌 咽 備 考

01N1
「PR 投 與 前

旨 PR 投 與
旨24時 間後

2 ．62

．5

N 。．iPR投蜘 ・・8

21PR 投 興

24時 間後
2．75

十 　 十

十

÷

÷

十

＋ i＋
一

1
＋ i＋

十 　　十

十 　 十

十 十

　 1
十 1十

＋ i＋

　 L− 1一

＋ 1＿　 1

＋ ト
囀十

Rs

一 1− 　R6

一　　一　　R6

8 日

12日

グ ル ク ロ ン 酸 投 與 總

量 ＝ 780mg 　PR 沈射

後 4 目 目 に 流 産 す

R6

グ ル ク ロ ン 酸 投 與 總

量 ＝840mg 　　豫定 域

に 瞶仔 分娩す

第 3 表 （2）　 グ 7レ ク ロ ン 酸 虚 置 妊 娠 家 兎 の PR 投 興 時 に 於 け る 血 清 B ，S．P ．試 驗

物
號

α

動

番
N

P ・

12

檢査 時 期
體 重 「一 血 ・ 濃 度

k
  … 6・

・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一．『

「

　 　 　 5％ 　　 0

・・ 1刎 ・・酬
R
量

鼠

瓩

a
賞

P
澤

R
射

R
注

P 鍛 與 前 F2．6
FR 設 與
24時 間 後

2．51 　ie％ 1 5％ o

．生 存 日數

PR 投 與 前 2．8 ％5り
8 e

13・Omg ！／5・Omg 凋
　 0．26cc　 　 　 　 　 O．1cci

羇擺 1… 5 ・％　
ii

・

12．5mg1
　  ．25cc

一一一
ト
ー一…

Ii14
・25mg

l・10．285cc
13．75皿 gi，io．275cc

同 上

8 目

5．Omgi
　 O 。コ．cc

同 上

12 日

備 考

グ ル タ ロ ン 酸投興総
量＝780mgP 琴注 射

後 4 日 日 に 流 匡 す

グ ル ク ロ ン 酸 投 與 總

量 ＝ 84〔〕n19 　 豫 定 再

に 胎 仔 分 娩 す

第 3 表 （3 ） グ ル ク ロ ン 酸處置妊娠 家 兎 の PR 投與時 に 於 け る サ ン ト ニン 酸曹逹 負荷 試 驗

物
號

　
α

動

番

　
N

9

10

檢査 時期

PR 投與 前

PR 投 異

24時 間後

PR 投興 前

PR 投 與
24時 間 後

重

g

體

k

2．82

．82

。72

．65

始發
時 問

總 量

色 素 排 出

O〜 3 時 間

1矧 皺 1排蹟

3 〜6 時 間 緯量 生 存

：指 數　 　 1H 數

羅 灘 1撓岬
備 考

　

30分

30分

30分

3G分

2251813B8

296

1S75

2317

9．5

45145

145

15013529

 

IS4

261224322575

2346

1628481

ユ2

0．80

0 ．88

生 存

生 存

グ ル ク ロ ン 酸 投 興 總
量二＝ 84emg 　豫 定 L「

に 胎仔 分娩す

グ ル ク ロ ン 酸投 與 總
量 ＝ BIGmg 豫 定 日
に 胎 仔 分 娩 す

第 3 表 （4 ）　 グ ル ク ロ ン 酸處置 妊娠 家 兎 の PR 投 興 時 に 於 け る

　　　　　　　 尿 中 ウ ロ ビ リ ノ ーゲ ン の 淌長

動 物番 號
　 No ，

91011

臉　査 　時 　期

・R 麒 前 i舗覆

十

12 十

十

督

備 考

グ ル ク ロ ン 酸 投 興 總 量 ＝ 840mg

グ ル ク ロ ン 酸 投 興 總 量 F8 ユOmg

グ ル ク ロ ン 酸投與總量 ＝ 780mg
グ ル ク ロ ン 酸 投 與 總 量 ＝840mg

中停滯濃度 は PR 投翼前30分 値2・5〜5．0％の もの が，投

輿後 30分 値 は 5．G〜ユ0。0％ と な り，僅 か に 増 加 した 〔第 3

表 （2 ）〕．　 サ ン ］・　 ＝ ソ 酸 曹達負荷試驗 は始發時聞に 於 て

は PR 投興後 も變化な く，指數 は李均0．84で ある 〔第 3

表〔3 ）〕．尿中 ウ ロ ビ リ ノ trゲ ソ は PR 投與後 1 例 に 於

て の み陽性度を増加 した 〔第 3 表 （4 ）〕．

　 （4 ）　 チ オ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 處置妊娠家兎 PR を 投輿 せ

る 場合

　血 清 コ バ ル ト反應 は，PR 投 輿後 も何 等の 變化 を 示 さ

な か つ た 〔第 4 表 （1 ）〕tB ．S．P ．試驗に 於 て 通エ中停滯濃

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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第 4 表 （1 ）　 チ す 硫酸 ナ ト リ ウ ム 處 鷺 妊娠 家 兎 の 三PR 設與 時 に 於 け る ．h髄．涛 コ バ ル ト反 應

物

號

動

番

鵠

・繍 畷匹唾
PR 投 興 前

PR 投 興 ．
24時 間 後

No．
14PR

投 興 前
．
PR 投 興

［24待 間後

3．43

．43

。45

十 1十 1 ÷

　 一．一．1　 ．
＋ i＋ 旨＋

十

… i
−
iF・　li

十 3 十

　 　 十

感 恥 国 ・・ 国鄲 ・「嫉 蚓 ・數「 備

十 1 十　 1

十 1 十

十
…

十

→一

　　　　　　　　
　

　 嵯 　 　 1
　

「ワ　 　 　 　 　 1

十

一
＋

マ
一

十
、

十

二
 

÷

＝
一

十

一一

一　一　一　R73
　 　 　 　 　 ド

　　　　　…R ，1
．一．一一一一一『 1

　　　 つ
一i．礙酸：ト ト リ ウ ム 　

1

・ ・ 紫撫 響諮 。 ヨ
　　　流 牽す 　 　 　 　 1

一　 R6

　
　
一

1R6．

7 員

チ オ 硫 酸 ナ ト 丿 ウ ム

投 興 芸慰量 ＝ 621mg
PR 注 射 後 3 日 目に

流 産 す

第 4 表 （2 ）　 チ オ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 妊 娠 家 兎 の PR 投 興 時 に 於 け る ∫飢清 BeS ．P ．試 驗

物

號
α

動

番
N

6

ウ
マん

8

任1L

檢 査 時 期
隅．亟
kg

亙3。s。P 。 ∫酉L 中 　濃 　度

酬 6・・

PR 投 與 前1凝

難灘i∵．1髪
…

2．5％！・

9Dt

’
1　

−．−

12 。5％

PR 設 興

24時 間後
翫 315 ％

o5

％

・2・t 「・騨

一一1 − 一一．

io

2 ．5％

B．s．P ．
注 射量

17．0　rng ！
　 O．E4cc

　 同 上

數員存上
R
量

＆

瓩

且

當

17．3．　mgt
　 O 。35CC

5 。Olngt「

　 0．lce

16．5mg1
　 0。33cc

　 同上

5．吐 191

．

　 o・璽

8 售

備

同上

7 μ

考

燕聽璽6漲 「

チ オ 硫 強 ナ ト リ ウ ム i

齢鱗譲簫 、一
流 産 す 　　　 　　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 −i

PR 注 射 後 3 日 目 に

流産 す

第 4 表 （3）　 ヂ ォ 硫 酸 ナ ト リ ゥ ム 處 置妊 娠 家 兎 の PR 投 異 時 に於 け る サ ン ト 三ン 酸 曹逵 負 祷 試 験

離 …。 麟 期

No 。

　　　I

　　　IPR投 異 前
　 ユ5

16

PR 投 興
24時 間後

PR 投 興 前

PR 投 與

24時閏後

體 重

kg

始 發
　 　 　穂 量
時 間

色 素 排 出

0〜 3 時 間 3 〜 6 時 間

i尿 量

3。53

。425

分

35分

3162372336

濃 度

3。43

．430

分

35分

255212

82

28

量隅捗度濃量
一

撤撹出ド
ロ
324617

　 　 35　 　 70

　 　 　 　 1
52　　 2081　　　　 1

65 　　1951

2156

319

．529

　　 29

30　 　 5D

16S　　　　9　　　　44　　　　44

存

数

生

日

量

數

　
．

總

指

日657．D

oβ 3］2 目

　　　　　　　1
　　備 　 考 E
　 　 　 　 　 　 　 　 4

チ 褫 酸 ナ ト 艸 ・ 1
投興 詫慝量□63〔｝皿 9
PRl 『！射後 3 § 目 に

流 産 す

羅難端漲
ム

：
豫 足 日 に 胎 仔 分 娩す 1

第 4 表 （4 ）　 チ オ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 處 置 妊 娠 家 兎 の PR 投 興 時 に 於 け る

　 　　　 　　 　　 尿 中 ウ ロ ビ リ ノ ーゲ ン の 消長

動 物番號
　 No ．

工314

檢 　査 　時 　期

興
與 前 騰髏

　 十 　 　 　 　 十

t＿＿　 　 i　 　 ＿
　 　 ＿1＿一．

　　　　　　　　1．葦 r ： 「

良 ば PR 投與前30分値 が2．5〜5eO％ の もり が，

5 ．0〜15．0％ に 上 昇 し，

備 考

一
与；オ 硫 駿 チ ト リ ウ 云投 與総量≡ 6／2歴9

チ オ 硫 駿 ナ ト リ ウ ム 投 興 總 量轟6瓢 mg

チ オ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 投 與 總 量 ＝630mg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 投與後

　 　　 　　 　　 　　　90分 f直｝こ 左筆
「
⊂ も2．5〜5．e％ を 示

し た 〔第 4 表 （2 ）〕．サ y ］・ニ ソ 酸薯逹負荷試驗 は PH 投

與後，始發時 間 は僅か に 5・一’10分遲れ，總量指數は亭均

G ．．79 で あ る 〔第 4 表 （3 〕〕g 尿巾 ウ ロ ビ リ ノ ーゲ ソ は 1例

一
と孟 碵醇 土．L ．サ ウ ム 投 墨糸慰量 隣612mg

　 に 於 て 陽往が 陰性 に なつ だ 他は 變化 を示 さな い 〔第 4 表

　 　（4 ）〕．

　 　 （5） 副腎皮 質 ホ ル モ y 嫗置妊娠家兎 に PR を 授 興 せ

　 る場 合

　　 血 清 コ バ ル ト反 應 は 何 れ も右側移動 を 示 した 〔第 5 表

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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第 5表 （1）　副腎皮質 ホ ル モ ン 處置 妊娠 冢 兎 の PR 投 與 時 に 於 け る 血 清 コ バ ル ト反 應

馨篇1檢 査 時 期 騰 国 跚 ・ 国 ・・1・・

07N1

08N1

PR 投 興 前［2．9

PR 投・興
24 時 問 後

PR 投與 前

PR 投興
24時 間 後

2．82

．6

2．6

十 　 十

十 　 十

十 … 十

＋ 1＋

十

十

十 ．

　 　 ［
十 1＋
一」L”−　1一

十

十
一

十

十

十
一

十

十

十
一

十

＋ i＋

・・IRglR・ IRlc瞳 生
塑

數 備 考
”
f
　 　 　 　 　 　 　 R6

一

＝

＋

±
＋
［

＋

1一 一
　 R7

　 トー
｛
R7

一 ［・・

5 日

4 日

副 腎皮質 ホ ル モ ン 投

興 總 量 ＝工30・5mg
汢射 當 日流 産開始す

副 腎 皮 質 ホ ル モ ン 投

繋 黥激儲 に 1
流産レた る後 斃 死 す 1

第 5 表（2 ） 副腎皮質 ホ ル モ ン 處置 妊娠 家 兎 の PR 投 興 時 に 於 け る 血 清 B ．S．P 。試 驗

物

號
軌

勦

番
N

17

檢 査 時 期

PR 投 興 前

體 重 「 ・・s… 血 　中 　濃　度

kg 　　301

1PR 投 奥

i24日寺聞 彳麦　
「

2．9　 5％

2 ．8　／2 ．5％ 1

・  ’

［・・t

0

IPR投 與 前
1 −一

2．65 ％ o5

％

・r。
・

睡
讌 膿 ・幽 備 考

18

　 　 　 　 　 　 　
　

マ

14・51ngl　5・O皿 9〆　i
　 　 　 　 　 O．ICC　 O，29cc

PR 投 興

12塒 間 後
2．610 ％ 5％

25％ …
1461

獵 同 上

 

5E

13．om9 〜
　 O．26cc

　
．．1− ．一

同 上 　 　 同一ヒ

5。Omg ！
　 O 。lcc4

目

副 腎 皮 質 ホ ル モ ン 投
興泰恵量 ＝139・5mg
PR 注 射 嘗 目流 産開

姶 す

副 督 皮 質 ホ ル モ ン 投
異 總量　＝＝ 117・Omg
PR 注 射 後．4 日 鼠 に

流 産 し た る 後 斃 死 す

第 5 表 （3 ） 副 腎皮 質 ホ ル モ ン 處 置 妊 娠 家 兎 の PR 投 興 隙 ζ於 け る サ ン ：・＝ン 酸曹 逹 負荷試驗

鋤 物

番 號

No ．．

　 　 　 　 　
丿

艦
．
駐

檢 査 時期

kg

始 發

2 時 問

色 素 排 出

總量 0〜3 時 「司

19

20

PR 投 異 前

PR 投 與
24時 間 後

PR 投與 前

PR 投 興
24時 間 後

尿 量

3竺 噸 ．」 黷

2．7　 30分

2．740 分

2ヱ3　 　23

2．9

1611

30分

… L
．
・5分

311

216

198

濃 度 1排 出 量
1
尿 量　濃 度

1
排 出量

旨

菊 135　 　27

61　 122　 25

　 　 　 　 　 1

26　 　 781
　 　 − 一．．．＿10 ．76
ユ3　　　39
　　　　　1

165　 　165

28　 　 　 4012017

　 　 73

2
刑

32

　 　 11461lo

．66
（
aq》

存

數

生

目

6 日

5 目

備 考

副 腎 皮 質 ホ ル モ γ 投

興總 量 ＝ 工2工．5mg
PR 注 射 後 3 日 目 に

流産す

副 腎 皮 質 ホ ノレ モ ン 投

異 制慙量 ； 130・5mg
PR 注 射 後 2 日 目に

流 ttす

第 5 表 （4 ） 副 腎皮質 ホ ル モ ン 處置 妊 娠 家 兎 の PR 投 與 時 に 於 け る

　　 尿 中 ウ u ピ リ ノ P ゲ ン の 冶 長

動物 番號

　 No ．

1718901

．
9凵

檢 　査 　時 　期

PR 投 與 前

骨

十

投 興 24
時 間後

備 考

鞐
lttt

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　　

　

什 　 ［ 聶1」腎 頗 ホ ル モ ン 投 與 總量 ＝ 亙30・5m 鈿
＋ 　

冨1∫腎頗 ホ 妊 澱 購 量 ＝ 117・°m

剄
　 　 　 　 昌1腎 皮二質 ホ ノン モ ン 投 與 春慮量 ＝ 121．5mg十

副 腎 皮質 ホ ル モ ン 投 興 線量＝：130 。5mg

（1 ）〕．B ．S．P ．試 驗 に 於 て 血 中惇滯濃度は 3G分値 5・0％

の もの が，PR 投 輿後 10．0〜工2．5％ に 上 昇 し，90分値 に

於 て も尚5．0％ を 示 した 〔第 5 表 〔2 ）〕． サ y ト ニ ン 峻曹

達 負荷試驗に て は ，始發時間 が PR 投輿後10〜15分遲延

し，總量指數1・X　O．66〜O．ア6 （準均 0 ．71）で あ る 〔第 5表

（3 ）〕．　　尿中
ヤンロ 　ビ　リ　ノ　ーゲ ソ 帳江1例i’こ方杢

一
（：陽

・
［生度カミ減

少 した 他・［，S」．變化は 認 め られ な か つ た 〔第 5 表 C4 ）〕．

　（6 ） V ，C 處置妊娠家兎 に PR を投 與せ る場 含

　．1血溝 コ バ ル ト反應 は 右側に 移動 し た もの 1 例あつ た

〔第 6 表 （1 ）〕． B ．S．P 、試驗に 於 て 血 4｛惇滯濃度 は 3  分

N 工工
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第 6 表 （ユ｝ ビ タ ミ ン C 處置妊娠冢兎 の PR 投 興 時 に 於 け る 血 溝 コバ ル ト反 應

貝産婦誌 7 卷 9號

物
軈

動

番

鰤

21

91N
  ・

12z
｝

髄 時 期 腰
PR 投 與 前

PR 投 興

24時 間 後

PR 投 笋｛・前

PR 投 與
鰓 時 間後

3。e2

．952

．82

。7

国 Rz 國 ・ ・

IR

・i・ ・ R ・1・ ・

’
ヤ

十

十

＋ i＋

十

十

十

十

十
一．一’．’

i

列 ＋

十　 十

十

十

十

十 　 一

　 　

＋ 1＋
　 1
　 　
十 1十

9R

十
　 E
十 1 十
　 「

睡i笋嚀 存 日劉 備 考

R6　　　　　 V ．C 投 與總 量 ＝＝ 900
　 　 8 日　 　 mg 　 PR 注射 後 4 日

R 己　　　 ！ 臼 に 流産す

RTl
　 IRT61V

．C 投 與 總量 ＝ 840
mg 　 PR 注 射後 4 日

目に 流 産す

第 6 表 （2） ビ タ ミ ン C 慮置 妊娠家 兎 の PR 投興 時 に 於 け る」血清 B ．S．P ．試 驗

臨 頻　
．．一一

灘 亅
檢 醗

！

　 21L

．『．一＿

　 2z

髄 lk
・ 厨

B ．s ．P 。 瓶 　中 　濃 　度

撃 艷
・・。 嫗

瀦 鞄ト2馴 ・5％

60t

o

・・ 「・2・r

．
… t

10％ 5％

B ．S。P．
注 射 量．

15。Omg 〆
　 0．3cc
14。5mg ／
　 0 ．29ec

數日存生
跳

最

£

瓩

B
當

5．Omg ／
　 0．1CC

同上

8b
’

傭 考

　 　 　 　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ヒ

薫 第量≒ 1 …

…纛；欝壁警i・ ・ 韃 繍
　 穿 6 表 （3 ）　 rf　／l ミ ン C 處 置 妊娠家 兎 の PR 投 興 時 に 於 け る サ ン ト r一ン 酸曹 逵 負 荷 試 驗

v ．c 投 興 總 量 ＝9   oI
mg 　PR 注 射後 4 日 1
甘 に 流 産す 　 　 　 　．　　　　　　　　 1

　 　 　 　 　 ．一　　 　 　一一一1

物

號

　
創

勸

番

贓

鶉

…

25

檢 査 時期
重

g

　

く

體

1．

PR 投 興 前 3．1

PR 投興

麗 時 醐後

lPR投 輿 萠
I．−　　　−tt−−t−−−
iPR投 與

i24 時 間 後

3。052

。52

毒

始發
時 問

30分

30分

30分

4G 分

總 量、

色 素

o−− 3 時問

尿 量 1濃 度
　 　 1

膠L 竺L＿ 「
・
竺 鬮 羅

196　1　 18　　　　67
− ．．．、「

167　 32　　 25
　 　 1168ii

・3　1
16　　 538

　、

　　　　
排 出 量 i 尿量
　 　 　 1

　 　 1

濃 度
1
排 出 量

　 　 亅

1341001G6

．．『
185

　 　 85

9　 　 628

　　 67

1927316

621
　　10．s5
671
　 　 1＿
　 　 ［

621
　　1

・・
．」
0．δ1

綴

露

17H

　 　 備 　 　 　考

V ．C 投 與總 量

　　　　 ＝ 93〔｝mg
豫 定 日 に 胎仔 分娩 す

V ．C 投 興 總 量

　　　　　＝ 780mg
I豫 定 目 に 胎 仔 分娩 す
1

第 6 表 （4 ） ビ タ ミ ン C 處置 妊娠家 兎 の PR 投興 時 に 於 け る

　尿 中 ウ ロ ビ リ ノ r−一ゲ ン の 淌 長

1動繙 號
檢 　杏 　 目　 時

膿 投 興 前 膿羅
備 考

广蕩
一 i一 享

．

「　 231L

＿塑 一．．一．一一．　
一

十

十

十

v ・c 投與總量 請 go°皿 9 ．
V £ 投 興 總 量 ＝ 840mg

v 凾c 　投 興 看〜憙量 ＝93〔｝mg

V £ 投 興 總量 ＝780mg

植2。5− 5。0％ の もの が ，PR 投與後12．5− 15沿 ％ に 増量

し洋 50分
・
殖
．
に 於 て も爾 2 ．5〜5 漁 ％ を 示 した 〔第 6 表 〔2）〕。

サ ソ 1・ニ ソ 酸 曹 逹 負荷試 驗 は ，始發 時 蘭 が ユo分 迸i延 し 六．

もの が 凝列で，總量指數は 0 。皺 〜0，35 〔李均O。73）で あつ

た 〔窮 う表 （3）〕．尿 中 ウ 卩 ビ リ ノ ーゲ ソ は 1 例 に 於 て 陰

性の もの が 投 與後陽性 を示 した 他變化 が な か つ た 〔第 6

表 （4 ）〕．

　 （7 〕　 V 。Bm 及び メ チ オ ニ ソ 處置妊娠家兎 に PR を 投

輿 せ る場合

　 血 清 コ バ ル ト反懸 は ／餌 う牒 か に 右 側移動 を示 し た ．
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　　　　 第 7表 （1）　 ビ タ ミ ン Blg及 び メ チ オ ニ
ン 處置妊娠家兎 ρ PR 投異時 に 於 け る血 清 コバ ル ト 反應

動 物 、
番號

り恥

器

．09N2

檢 査 時 期

IPR
投 與 前

PR 投 興
24時 間 後

PR 投興 前

PR 投興

24時 問後

翻 ・ ・ RI 　R ，　i＆ IRs　1　R6　i・・ 1・轟 隣
2．sl ＋ ＋ 十

2．8

＋ ！＋ 十

3．03

．0

＿ ［＿
　 　 t＿ 1＿

＋ i＋ ［tl ＋ 田 ＋ i＋

十　 十 1 十

十 十 十

十 十

．
十

　 　 　 lr

＋ i＋
1

＋

一 1一

到 定臟 備 考

IIR6R74

日

RG
＿ 112

日

・・ i

投 異 絡量

一｛妥羈 。ン 、蹟
PR 注 射 當 日流 産 開始 す1
投與 總 量

一 騨 芽．
ン ，、5盗

PR 注射後5日 目 に 流塵す1
第 7 表 〔2）　 ビ タ ミ ン B12及 び メ チ rt　a ン 處置 妊 娠 家 兎 の PR 投 與 時 に 於 け る血 清 B．S．P ．試 驗

物
號

α

動
番
K

28

29

檢査 時期

PR 投 與 前

？R 投 興
24時 間後

　　「　 B ．s，P ．血 中 濃
體 重
kg 　 gG・ 60・ go・ ！2c ・

展

2 ．8 … ％1・

2．81
　 　 i一

PR 投 興 前 　　3．0

繍翻 3・e

15％

5％

10％

10％

05

％

5％ i2・5％

　　IrTtt
「　「

o 　 …

150t

E
量

＆

瓩

且

當

鼠

量

＆

射

且

注

／4．Omgl 　5．Omg1
　 0．28cci　　 O．lcc

o　 　 同 上

115 ．Omg “

J

Io ．3cc

Tkl・

同 上

5 。Qmg1
　 0．1cc

同上

備存
數

生

口
考

4 日

12目

投 興 總 量

一｛野
’s，一。 2錣轟

PR 注射営日流産開始 す

投 與 總 量

一 囎 芽。 ン ，、5幽
PR 注射 後 5日 口 に 流塑 1

第 7 …羨（3 ） ビ タ ミ ン B ・2及 び メ
’
f一ナ 函ン 處 置 妊 娠 家 兎 の PR 投 興 時 に 於 け る サ ン ト ニ ン 酸晋 逹 負 荷 試 驗

物
號

　
α

動
番

　
N

3 

31

檢 査 時 期

　　 1
　　 」
體 重 1 始發

　　　 時 間
kg

PR 投 與 前 　　昇．8

PR 投興 　 2．8

靆 鑑i、．，
　 　 　 　 　 　一

孀翻 …

3G分

45分

30分

45分

色　 索 　 排 　　出

總 量
3o

〜3時 間 3〜6時 間

153
．
17i45 ．　90 　28　i　21

　 　 ＿ ＿ ＿ 、＿ 1＿

壓 度 製 尿 量睡艘
1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 δ3

96　 15 「36　　　 1

　　
．』』尸一一1

329　125 　
1
ア5722122518

223
、
3祠 ・721 ・

852241045115

エ

總 量

指 數

生 存

日數

o．62
．

O．68

6 日

生 存

備 考

投 興 總量

　　一 ｛ヱ灘 一ン 2ξ擁
PR 注 射後 3 目 日 に 流産す

投 輿總 量

一 ｛野
1

寿．。 2831織
豫定 日 に 胎仔 分娩 す

第 7 表 （4 ） ビ タ ミ ン B ・ ，及 び メ チ オ ニγ 處置 妊娠家 兎 の

　 PR 投 興 時 に 於 け る 尿 中 ウ 卩 ビ リ ノ P ゲ ン の 溝長

動物番號
　 　 　 　 1

｝
　 No．
　　　　iPR投 與 前

檢　査 　時　期

28

29

30

31、 十

投 興 24
時 間後

備

一
．投翼總 量 一｛野寿。ン

考

一 一一 1

67．2 γ

294mg

十
1
麒 継 一 ｛鶏 ． ン

　 72γ

315mg

　

ン

　

ニ

招

オ

お

チ

V
メー＝量總與投

67．2γ
294mg

1一

〔第 7 表 〔1 ）〕．B ．S．P ．試匿象に 於 て 血 中｛亭滯濃度は 30 分

値2．5− 5．0％ の もの が ，PR 投 興後10．0〜15、O％ に 上 昇

しs90 分 値 に 於 て も 1 例は 5 ．0％ を示 した 〔第 7 表 （2〕］．

投男總 量 一 ｛Y’笋短 283黷
サ ン ト ニ ン 酸曹逹負荷試驗に て 始發時間30分 の もの が ，

PR 投興後 に 於 て 15分遲延 し， 總量指數 は 0．62〜0 ．68（亭

均 O，65）で あ る 〔第 7 表 〔3 ）〕，　尿中【ウ ロ ビ リ ノ 冖ゲ ン は
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1 鯉 に 於 て 陰性 の もの が 投與後陽性 を 示 した 他 は 變化は

な か つ た 〔第 7 表 （4）〕．

　 （B ） 諸臓器（特 に 肝及び腎）の 組織墨的所見 〔第 8 表

（1）〔2 ）〕

　 （1 ） 妊娠家兎 に PR な 投翼せ る場 含

　 肝臓
一一

般 に 著明な鬱血 を 生 じ，Disse 氏腟 に 擴 張，

水腫を 認 め ，
t
その 著 し い 場合 に は 出血 を 件 い ，乙 等 の 循

環障碍 の あ る 所に は 肝細胞素 の 離開 を見 る場合がある．

肝 細胞 自身 は溷濁腫脹 し ， 個 々 の 肝紐胞 の 境界 は 不 明瞭

で あ る．細胞核 は 濃縮 に 陷 るが ，却て 膨化 し て 鑛張 し，

核膜色質増多 を 示 し
， 核質は 水腫性に 等質化す る場合 も

あ る．之等 の 變化 の 張 い 場合 に は，核崩壌乃 至核融解 の

嫁が著明 で あ る．細胞質 に は ，主 と し て 小滴状 の 脂肪を

生 じ，瀰蔓性脂肪化 と し て 認 め られ る ．小葉串聞部 に は

大小 り 駿死榮 をξEじ，多形核（僞 エオ ジ ソ 好）白jl冗球 の 浸

潤を 認 め る もの も あ る．

　腎 臓一皮 髓 兩 質に 於 け る 鬱血 細尿管 上 皮 細胞 の 退行

變性等 を生ず る．鬱 血は 特に 皮髓鏡界部 に 著 しい ．細尿

管 上 皮細胞 の 溷濁種脹 は 主 と し て 主部 に 認 め られ ，ヘン

レ 氏 係 蹄，集 合 僚 こは 認 め られ な い ．之 に 作 い 細胞 核 に

も膨化，核融解等が 認 め られ，又 細胞質 に は 璽 ≧微細滴

状 の 脂肪化が 認 め られ る．絲毬體は厂 般に 腫大 し，屡 ζ

Bown ユa 且 n 氏 饗腟 を 閉塞 し て い る．併 し乍 ら子 癇患者 に

見 られ る と 云 う絲毬體毛 細管 の 硝 子 樣．血 塞は 認 め られ な

か つ た．

　嚢腔 に は 畷 ζ蛋自嫌 の 滲轟 物 を 認 め ，時 に は 出血 を 見

た 例 もあ る．直細尿管 ， 集合管，乳 頭管内腟に 蛋白嫌 の

圓柱，時 に は赤血 球 よ り成 る顆粒状 の 圓柱を 見 た 例 もあ

ゐ．

　 〔2 ） 非妊娠家兎に PR を 投興 せ る場合

　肝臓
一

妊娠冢兎 の 場 含 の 如き肝實質の 退行變陸邸ち溷

濁腫脹，脂肪塊着及び壞死 巣形成 を 認 め ず，孚數例
’
tC 輕

度 の 鬱血，核 の 退行陰變化 を 認 め た に 過ぎな い ．

　腎 臓一一上 皮 細胞 に 輕度の 溷濁腫脹を 認 め た 以外 に は著

變 を認め なか つ た．

　（3 ）　グ ル ク ロ y 酸 處置妊娠家兎 に PR を 投 興せ る場

合

　肝臓一輕度 の 鬱血 を 認め た が，II｛th1及 び 水腫等 は認 め

られ ず，肝 細 胞 の 溷濁睡 脹，細胞 の 境界不 明瞭，核 の 濃

縮，膨化は 認 め られ た が，核崩壊乃至 融解 の 際は 全然認

め られ な か つ た．細胞質 の 瀰蔓性脂肪化は 認 め られ た が

壞死菓 の 形 成 ：よ認 め られ な か つ た．

　腎臓
一

上 皮細胞 の 溷濁腫 脹及び 絲毬體 の 腫脹，曲細尿

管上皮 の 脂肪化 を 認 め た 他ば 大 し た 變化 は な か つ た．

　 （4）　 チ オ 硫酸 ナ ト リウ ム 處置妊娠家兎 に PR を 投 興

せ る場合

　肝臓一鬱 ILTLを 認 め た が ，出 血 及 び水腫は 殆 ん ど認 め ら

れ ず，肝細胞 の 溷濁狸脹，核の 濃縮，膨化 を 認 め ， 牛數

國 に 於 て 核の 崩壞及 び 融解並 び に 細胞質の 中心性 脂肪化

を 認 め た が，壊死榮の 形り〜は 1 例 の み に 認 め られ た ｝
．
《 過

ぎな か つ た．

　腎臓
一

半數例 に 於 て 皮髓兩質 ［C 於 け る 鬱血 を 認 め，絲

毬體の 腫脹及 び細尿管上 皮 細胞 の 溷濁腫脹 を 認 め た 他 は

著變［
・x ）

’

sか つ た．

　 （5） 副腎 皮質ホ ル モ ン 處置妊娠家兎 に PR を投輿 せ

る 場合

　肝臓
一

鬱 血 の 他，少數例 に 於 て 出」血を 認め た が ， 水 腫

は 認 め られず， 略 k 半數例に 細胞 の 溷濁腫脹，核膨化及

び細胞 質 の 脂肪化を 認 め た ．

　腎臓一
牛數倒に 髓質 の 鬱血 を 認め ，細尿管 上 皮細胞 の

溷濁腫脹，核 の 退行變陰，曲細尿管上皮細胞の 脂肪化 な

認 め た が，絲毬體 に 著變 は 認 め られ な か つ た ．

　（6 ） V ・C 處置妊娠家兎 PPR を投與せ る場 合

　肝蹴
一

鬱 血な 認め た が ，掲血 水腫は 見 られ ず，細胞 の

溷濁腟脹，細胞境界 の 不明化 核濃縮，膨化及 び細胞質

の 翻蔓性脂肪化 を 認め た ．

　腎曦
一

殆 ん ど皮髓兩質に 鹸 立を認 め ， 上 皮細胞 の 溷濁

腫脹，核 の 退行變陸 も相當認め られ た．

　 （7 ） V ．Blz 及 び メ チ ォ ニ ソ 處置妊娠家兎 に PR を 投

與せ る場 合

　肝臓
一

孚數例 に 鬱血，細胞 の 溷濁腫脹，核 の 膨化 を 認

め た 他 殆ん ど著變は 認 め られ な か つ た．

　腎臓一皮 髓兩質に 著 し く鬱血を 認 め ，又細尿管上 及細

胞 の 溷濁腫脹 は 強度で ，核 の 退行變匡k及び 絲毬體の 腫 脹

も認 め られ，細尿管内腔 に も圓柱が見 られた．

　　　　　　　　 總括及 び考按

　 （1） 妊娠家兎に PR を注射 し ， 注射曲 と注射

後24時 間の肝機能 を比 較す る に ，　蛋 白代謝， 排

泄 ， 解 毒並 びに 分泌機能 は何れ も低下 し ， 供試家

兎は注射後24時間以内に流産 し ， 1 日 乃至 4 日 に

て斃死 した ．對照 と して 非妊娠家兎 に PR を，妊

娠家兎時 の 5 倍量 を與 え て も，總 て の 肝機能 に 於

て何等の低下 も認 め られなか つ た の み な らず ，供

試家 兎は釘 れ も斃死 しなか つ た ，

　 こ の 場合 の組織 學的所見は ， 妊娠家兎 の 肝 臓に
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は鬱洫 ， 出血 ， 水腫 ， 壊死集形成及び肝實質 の 溷

濁腫脹，瀰 蔓性脂肪化が薯 明 に 認 め られ たが ， 非

妊娠家兎の揚合は輕度 の鬱血 ，核膨化以外 に は 殆

ん ど著變が認 め られなか つ た

　又 妊娠家兎 の 腎臓に於い て は ， 皮髓兩質 の鬱

血，綜毬體の 腫脹，細尿管上皮細胞の 退行性變 性

が 著明に み られ た が，非妊娠家兎の場合は 著變 は

殆ん ど認 め ら れなか つ た 。

　以上の 如 く妊娠家兎に PB を投 與せ る 揚合に

は ，肝機能瞳 碍 と組織學的所見 とは 略 々
一激 した

結果が 認 め られた ．

　 （2）　グル クロ ン 酸は生 體内に 間斷な 1發生 す

る毒性有機化合物 を抱含無毒化 し （主 として 肝臓

内に 於て ），肝 庇護 を行 うの みな らず，疲 勞等に ょ

つ て 生 ずる新陳代謝産物 を生理 的 に抱合無毒化す

る と云 われ （阿部 ，田 村
5）），夊 グル ク ロ ン 酸は肝 グ

リコ
ーゲ ン の 著 しい 塘加及 び總脂質 の 滅少，白血

球 機能の 亢進を招來せ しめ （田坂
6）），又 利 民 咋用

を誘致 し，之は 細尿管の 分泌増加，再 吸牧抑制に

よる と云わ れ て い る（井 土，田 中η）．近時 産婦人科

摂域 に 於 い て も，肝障碍 に 右効で あ る點 か ら，妊

娠悪阻に 侠用 され多數 の 治驗倒が發表 され ，小池
S）

は 妊娠惡阻症妝が 恰も疲 勞現象 に 於ける疲勞素 の

檬 に ，急激 に 増加 した體 内 ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン （主

とし て 胎盤 及び副腎皮質性） の 影響で は な い か と

考 え，そ の體内抱 合 を促進す る意味で ， グル ク ロ

ン 酸 を使用 した が ，悪阻症状改善 と共 に ，血 巾グ

ル ク ロ ン 酸 の 急遠 な上昇 と巾匡清 β一G1廴1curonidase

活性値 の 減 少 が 見 られ た 。

　本實驗に於い で グ ル グ ロ ン 酸處置妊娠家 兎に

PB を注射 し ，
24時間後 の肝機能の變化 を檢する

に ，何 れ の 肝機能 も未處 置家兎に 駕 べ 著 し く改霽

せ られ，特 に排泄 並び に 解毒機 能 に 於 い て 抑 制劑

中最 も顯著 な効果 を認 めた．供試家兎は PR 注射

後 4 日 目 に 流産 した 1 倒の 池は 豫定 凵 に 胎仔分娩

し s 供試 家兎 の 生存 H 數は 81−1乃 至 12 日で ，

一
部

の もの は斃死 しなか っ た ． こ の 揚合 の 組織學 的所

見 は肝臓 に 於い て は ，未處世妊娠家兎に 比 べ ，鬱

血 ，出血，水腫等 に於い て 薯 し く改善せ られ ， 又

細胞質 の 退行變性 に於 い て も幾分改善 され た ．腎

臓は 皮膸兩質 の 鬱血 ，上皮細胞 の 退行變性 は薯 し

く改善 された ．

　 （3）　チォ硫酸ナ ト リ ウ ム に つ い て は活性 SH

基 が毒物 と結合 し，之 を解毒 し肝臓や細網内皮系

統 の機能 を亢進 し，　 白血 球 の喰菌作用 を強化 し

（’拝出9）），又 體液
゜KH

’
の 膠 質状態 を正 常に保持 す

る とい う老 えか ら，之 を子 癇 に使N す る こ とを唱

えて い る （TrapVO ）
，
　 Kabelik11））．

　チオ硫酸ナ トリウ ム 處置妊娠家兎に PB を投 與

せ る場合 の 肝機 能は ， 蛋 白代謝機能 は何等 の低下

も認 め られず ， 抑制劑中最 も効果 が 認め られ た ．

分泌及 び解毒機能 も相當改善せ られ た が，排 泄機

能 に於 て は あま り抑制効果 が認め られなか っ た ．

供試家兎は 5 日 乃至 12日生存 し，PR 注射後 3 日

乃至 4 日 H に流産 した が ， 1 例は豫定 1［に 胎仔 を

分 娩 した ．

　 こ の 揚合 の 組織學的所見は 肝臓 に於 い て 鬱血 ，

出血 ，水腫等が改善 され r 細胞質 の 退行變性 も多

少改蒜 され た 、腎臓に於 い て は皮髓兩質の 鬱血 ，

上皮細胞の 退行變性 が薯 しく改善せ られ た．

　 （4）　　Mineral　Corticosteroid　｝ま浮腫 ，　　蚕白 ．

尿，高血壓 の 發生に 關係があ り， Gl巳coco 顫 cOS −

teroidの Jsu は 中毒症で は 減 少 し，其の 結果血 糖

値及 び肝の Glyc〔｝gen は 減少 する．低 血糖は明 ら

か に 副腎實質 を刺戟 し，更 に Adrenalin を分泌

させ る ・

　Corticosteroneの 壟出の 減 少 と，　Adrenalinの

過 量は肝に 變性を起 しs 肝 の Glyc（＞gen の貯臓量

の 減 少 は榮養不足 と共 に ， 晩期 妊娠 中毒症 に見 ら

れ る樣 な肝 の 疾患 を作 る と云 わ れ る（W 。B ．Patte−

rson12 ））．

　妊娠時 の副腎の機能亢進は 胎盤 の 向副 腎皮 質 ホ

ル モ ン に 依 つ て生ず る と老 え られ ，更に 妊娠中毒

症は副腎皮質機能が高蛋 白の食餌 に よつ て異常に

刺激 され た 易合發生 する と云 われ る（R ．Schurma−

ns13 ））．中毒症患者 の 副 腎皮 質機能 を Thorn 　 Test

で 檢する と，正 常妊 婦で は殆 ん ど總 て が正常で あ

る の に ，中毒症患者で はそ の 77％が機能不全 を示

し た （南雲
1の）．眞柄氏は DOGA と食鹽が妊娠

動物 に 高 1血壓 ， 減尿及び蛋 白尿等 を起 さしめ る事
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を認めた．

　臨床面で は Henry　Moore15）等は高度 の 妊娠中

毒症患者 8 人 （妊娠 28 週 乃至40週 の 者）に Cor・

tisone 　1 日量100乃 至 200   ， 多 きは 300乃至 400

  を 5 日 乃至 27 日闇投與 した 結果 ， そ の 中毒症状

は 輕減 し，そ の 中 1 人 が死 産 した他は無 事分娩 し

た と云 う．又 Lugi　de　Giorgi16）は 10例の妊娠 中毒

症患者 に Cortisone を使 用 した所 ，利尿促進作用

が あ り有効で あ つ た と報 じられ て い る．

　本實驗に於い て も Cortisone處置妊娠家兎は 肝

分泌機能に於 い て も無處置妊娠家兎 に 比 べ そ の 低
’
ドが著 し くは なか っ た。供試家兎 の 生存 日數は 4H

乃 至 6 日 で ，PR 注射後24時間乃 至 4 日 口迄 に皆

流産 した．こ の揚合 の 組織學的所見は 肝臓に於 い

て 鬱血 ， 出血，水腫 及び細胞質 の退行變性が改善

せ られ，特に 壞死 集 の 形成 が認 め られな か つ た ．

　腎臓 に於 い て ， 皮 髓兩質 の鬱血 は改善せ られ，

上皮細胞の退行變性 も多少 改善 され ， 絲毬體の腫

脹 も改善 された．

　 （5） V ．C は 他 の ビ タ ミ ン と共 に 副腎皮賢機能

調節 に協力作用 があり （紳林 ，野中1η），又 血 管擴

張作用 ， 肝 解毒機能亢進 ， ア ド レ ナ リン 或 は イ

ン シ ユ リ ン 作用 抑制，血壓 降下及 び血 液凝固促進

に 役立 ち （大島 高 靨，村上1s）），　V．C の 不 足は 臓
器 の 水分 を増 し，浮腫 を形成す るが ， 之 は血管 内

被細胞 の損傷，透過 性亢進並 びに 血漿蛋白減少 ，

臓器總餐 白の 平衡失調に 起 因 し ， 含水炭素 中間代

謝及び組織呼吸障碍等を助長 する爲 と し て い る

（和 田 19）
， 土井

2D））．

　又 V ．C は子宮蓮動 の 抑制 ， ア トニ ン 作用 の 減

弱，更に 後葉 ホ ル モ ン 破壊酵素 の 賦活作用 を有 し

流 早産 防止 に 役 立 っ と云 われ て い る （並木 ，岡 田

21））．

　本實驗に 於 て V．C處置妊娠家 兎の肝機能 は ，蛋

白代謝及び解毒機能 に於い て は無處置家兎 に 比 べ

改善 されたが ，排泄機能 の 低 下は 防止 出來 なか つ

た ．供試家兎は 1 例生 存 の 他 は 6 日 乃至 ！7 日に て

斃死 し ， 半數 PR 注射後 4 日目 に 流 産 し た が ， 他

の 半數例は 分娩豫定 日 に 胎仔 を娩 出 した ．

　こ の 揚合の組織學的所見 は 肝臓に於 い て ， 鬱

血 ， 出血，水腫等が相當改善 され ，細胞質の 退行

變性 も多少改善 され た．腎臓に於い て も全 般的に

改善 され た ．

　 （6）　メ チ オ ニ ン は必 須ア ミ ノ酸 として ，生體

の榮養上最 も重要な もの V 一
つ で ある事 は 駈 に 廣

く識 られ て 居 る所 で あ るが ， 最近は抗脂肝 劑並 び

に解毒劑 として 各種 の 肝疾患 に 用 い られ て い る．

V ．Blz は發見が非常に新 しい に拘 らず，貧血治療

劑 として臨床上廣 く用 い られ て い るが，最近肝機

能 と密接な關係 を有 し，抗脂肝的 に 働 くこ と，肝

實質機能障碍 に有効 に 働 く事等が報告 され，實際

に應用 され て 廉た ．而 して 兩者の併用 が軍獨使用

に 比 べ
， 治 療上有効 で あると報告 されて居 る L

　 メ チ オ ニ ン は メ チ ル 基轉移劑 の 最も代表的 な も

の で ， 臨床上注 目すべ き次 の 2 作用 を有 して い

る．第 1 は 肝臓内に於 い て コ リン を合成す る作用

で ，コ リン は 肝や腸内 の 燐脂質 の合成 を促 し，脂

肪 の 阪收 を良好 に する爲 ， 脂肪肝，肝硬變 の 治療

に著効 を現わすの で あ る．第 2は ク レ ア チ ン の形

成で ，笛 肉内で 合成 され た ク レ ア チ ン は 筋 の收縮 ，

筋運動 に 必 要 な Phgsphocreatineを作 り，　 Pho−

sphocreatine の分解す る際に 放出 され る エ ネ ル ギ

ー
が ，筋活動 を司 る とい わ れ て い る．鼠 に Brom −

sbenzene 等 の 毒物 を長 く與 えると成長が遲 れ ，

體重 は減 少す るが ， 之 に メ チ オ ニ ン を與 えると防

」ヒ出來 る （Stekol）．

　之 は メ チオ ニ ン が抱合 して メ ル カ プ ツ
ール酸 と

な り解毒 され る爲で ある事が證明 され て居 る．又

四 鹽化炭素 ， 砒 素劑 ， ク ロ ロ ホ ル ム ，エ ー
テ ル の

如 き中毒 に もメ チオ ニ ン は豫防並び に治療的効果

の あ る事が報告 され て い る （Heppel ，
　ErschQff）．

メ チオ ニ ン はネ フ ロ ーゼ に 封 し著 し く利用作用 を

促進 し，その効果は メ チオ ニ ン を増 量す る程顯著

で ， 尿蛋 白減 少 ， 尿沈濬 も改善 され ，腹水 及 び浮

腫 は 減 退 乃至 消失す ると云 われて い る （王子 22））．

Page は 重 い 前驅子癇 に メ チオ ニ ン 2g を 1 日 2

囘，V ．　 B 複合軆 と共 に經 口 投與す る事 を推奬 し

て お り，Gybrgy は 榮養性肝臓障碍及 び腎臓障碍

と子癇及 び肝臓症侯群 との 閤に ，病理 的類似性が

見 られ る と云 つ て い る。
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五〇8覇一一26 貴 驗 灼 妊 綟 中 毒 症 時 に 於 け る 肝 機 能 目 庄婦 誌 7 卷 9 號

　本實驗に於て ， V ．B12 及 びメ チ オ ニ ン 處置妊娠

家 兎 の 肝 機能 は ，蛋 白代謝並 びに 排泄機能に 於て

萼 し く改善 されたが ， そ の 他 の機能の 變化は あま

り抑制出來なか っ た ．供試家兎 は 1 例生 存 の 他は

4 日 乃 至 工2 日 に て斃死 し， ！例 胎兒娩畠 の 他は P

R 注射 後24時開 乃至 5 日 口 迄 に 流 産 した ．

　こ の 場合 の 組織學的所 見 は肝 臓に於て ，全般 的

に 著 し く改善せ られ た ・細織 學 1駒所 見が他 の
一

般

解毒劑に 比 べ て 薯 し く改善 され た の は ，V ．B12及

びメ チ オ ニ ン が肝 臓に 對 し特異的 に 働 い た 爲 と老

え られ る．腎臓．に 於 て は あ ま り改善 され なか っ

た．

　　　　　　　　　結　　論

　 （1 ） PR ，を投與 した妊娠冢兎 の 肝機能 は著 し

く無 下 し た が ，非妊娠家 兎 に 於 て は 墾く變化が 認

め られ なか つ た．

　 （2 ）諸種抑制劑 に て 肝 庇護 の 處置 した妊娠家

兎 に P 葺 を投與 した揚合 の 肝機能低下の 抑制 は ，

　 （i ）蛋 白代謝機 能 に 於 て は ，チ オ硫酸 ナ トリ

ウム が最 も有効に して ，グ ル ク fi ン 酸，　V ．e 並 び

に V
’
．Bl2及 び メ チ オ ニ ン が略 ヒ同樣で之に 次 ぎ，

Cortiseneで は あ まり効果 がなか つ た。

　 （1！）排泄機能に於て は ， グル グ ロ ン 酸が最 も

右鴬で ，次 い で V ．島 2及 び メ チオ ニ ン ，チ オ硫酸

ナ ト リウ ム ，CGrt弖sone の 順序で効果 が あ つ た ．

　 〔iii）解 毒機能 に 於て は グル ク ロ ン 酸 チ オ硫

酸 ナ ド 丿ウ ム ， V £ ，　Cortisone，　V ．Brz 及 び メチ

オ ニ ン の 順序 で有勳で あ つ た

　 （iv）分泌機能に 於 て は，チ オ硫酸 ナ 1・リ ゥ ム ，

ttortisone，V．C　DS略 こ［亟程度に 有効 で ，次 い で グ

ル ク ロ ン 酸 ，V ．B12 及 び メ チ オ ニ ン が略 ミ 同樣 で

Z に 次 い で い る

　以⊥ は綜含的 に到斷す るに ，飾制劑 と して グル

グ ロ ン 酸及 びチ オ硫酸ナ ト リ ウ ム が最 も有戴 1で あ

る ．

　 （3 ）紅織學的所見 に於 て は ， 各種抑制劑 を投

與 した 場合，肝 臓 の 鬱血 ，出血 ，水腫 ，之 に 伴 う

細 胞索 の 離 開等 に封 して は 薯 しい 効果 を認 め ， 其

他 の 退行性變化 に 對 し て も， 多少 の 効果 を認め

た．特に 壊死 藁 の 形成は チオ硫 酸 ナ トリウ ム 及 び

V ．C の 易合 の 各 1 例に於 て の み認 め た に 過 ぎなか

つ た ．又細胞 の 退行性變化 に 對 して は ，メ チオ ニ

ン を用い た例 に 著 しい 効果 を認め た ．

　腎臓 に 於て も，各種抑制劑 を用い た 時に 多少 の

改善 を認 め た ．⊥皮細胞 の 退行性變化に 對 して は ，

グ ル ク ロ ン 酸及 びチオ硫酸ナ ト リウ ム ，絲毬體の

變化 に 封 して は ， Cortisone及び V £ の 抑制効果

が著 しか つ た ．

　擱 筆 す る に 臨 み ，絡 始御 懇 篤 な る 御 相 導 と 御 校 閲 髭 賜

つ た 中館 教授 に 對 し ， 衷 心 よ り感 謝 の 意 と 表 し ま す．
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